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まえがき

この度，名古屋大学加速器質量分析計業績報告書侭xv)を刊行する運びとなりました刊行に

ご協力頂いた関係各位に深く感謝致します.

本報告書は，平成 26 年 1 月 28→9 日に開催された第 26 回名古屋大学年代測定総合研究セン

ターシンポジウムの内容と，当センターの平成 25 年における年代測定に関する学内共同利用教

育研究の成果をまとめたものです.平成 25 年は，センターの主要装置であるタンデトロン加速

器質量分析計および CH島E年代測定装置の両装置については，多少のトラブルがあったものの

本来の役割を順調に務めました.これらの年代測定装置の利用報告会としての定例シンポジウム

は，第 26 回目にあたり，特別講演 4 件，年代測定装置の現状報告 2 件，研究機関研究員及び科

研費研究員の研究成果報告 3 件，一般講演 25 件，ポスター発表 B 件と例年を上回る件数となり，

密度の高いシンポジウムとなりました.さらに本業績報告書には，シンポジウム報告とは別に，

多岐に亘る分野から充実した研究成果を 2 件寄稿して頂きました.若い研究者諸氏による寄稿も

増え頼もしいかぎりです.

ところで，エコトピア科学研究所，太陽地球環境研究所，地球水循環研究センターと本センタ

ーが共同して，元核融合科学研究所跡地に多分野の研究者が集い，環境問題に対して総合的な学

術融合研究を目指す場としての総合研究棟の 1 号館が平成 24 年度に完成しました.次期施設整

備計画として 2 号館の要求が行われておりましたが，平成 26 年度予算として認められ，本セン

ターは，この 2 号館に転入することになりました.これから 2 号館のレイアウトの詳細が決まる

ところですが，利用者にとってさらに利用しやすい施設を構築して参りたいと思います.

さて，当センターは 2000 年 4 月に. r年代を基礎とする諸学問の飛躍的な発展をはかるため，

加速器質量分析計を用いた 14C 年代測定法の高精度化やその他の年代測定法の確立を図る」目的

で旧年代測定資料研究センターを改組して設置されたものです.加速器質量分析法は基本的原理

が 1977 年に開発されて既に 37 年を経て，最新のほぼ完成された装置は開発途上国への導入もす

すんでおり，年代測定の分野では無くてはならぬものに発展しております.一方で，本センター

で現在共同利用に供しているタンデトロン加速器質量分析計 2 号機は導入してから早くも 18 年

が経過し，老朽化が目立ってきました.日本経済の現況では，装置の更新はなかなか難しいこと

です.しかし， 3 号機の導入を視野に入れて，今後の研究計画を立案し一歩一歩前進していかな

くてはなりません.また，最新型の ClßME年代測定装置の導入も不可欠です.技術革新がめま

ぐるしい今日において，新たな年代測定法の開発研究や使用している装置の改良研究を推進し，

さらに次世代の年代学研究を担う若手研究者を育成することにより， r年代測定総合研究」の成

果を学内外に明示して行く覚悟です.世界トップレベルの年代学研究と年代学教育の推進をめざ

す年代測定総合研究センターに，関係各位のなお一層のご支援・ご協力をお願い致します.

(名古屋大学年代測定総合研究センター長 中村俊夫)
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PREFACE 

H町e we publish 也e 25也 vo1ume of Summaries of Researches Using AMS at Nagoya 

Univ悶ity.τbe new vo1ume con姐msm創n1y 血e pro田吋血gs ofthe 26也 Symposi旧n on Chrono10gi四I

S旬di田 atthe Nagoya U凶V聞ityC田町 forChrono10gical RJ田e眠h (1'叩・CCR)，he1d on J，回国ry 28"'.羽ペ

2014，姐dinc1ud田 al回也.esummaries of田ientificresearch works performed by 也eco11aborative u盟国 at

NU-CCR. our two unique a喜'e-m岡田耳目nent sys旬ms， Tandetron AMS a且d CHIME faci1ities, have b田沼

operated fully 皿d stl田dily 旬白血11 也e original ro1es in 2013. In也is way, sci四tific 田S回rch works 

progr四sed well and in 也.e symp田1u血也is y.田r four 叩民ial 1ectures, two s国知srq旧市，問団arch

summari田 by伽田 pos凶ocぬra1research fellows, 25 ora1 and 8 poster白戸市W悶 presen飽dby血e 国間.

In addition, two c四国butedpa戸田町eadded in 也e 25血 vo1ume. It is 田渇l1yenco田aging us 也atnota few 

papersw1町ep田S四飴dby young res田rch町8.

A collaboration 戸ogr四lwi血泊也e 白血pusof past enviroIUnen:旬1prob1ems based 0且旬mpora1

阻d spatial d句血denc四血d 也回国首0田 with hu血血凶p叫旬 among four 泊d勾阻&盟It d句ar国間飽，

Ecoぬp同 Sci回目 h抑制胞， Sol百・T回国組al EnviroIUn四t L油田富句ry， Hydr田仲間c A回os仲間C

R田earchC田町 andNU-CCR w'描 or伊皿zedin 2010, and 田 a∞mp1exfacility for such co11aboration，也e

1" res回Ichbni1ding w悶∞nstnおもedin 2013. F世∞vering 也ewid町 co11aboration p1a田，血e2叫時閣紅白

bni1ding wi11 be c四mp1eted wi血血 2014.NU・CCRisgo血gωhaverooms 血 the2叫 bui1dingto prep置el包

facility for ∞1111加rabon rese眠hon chrono10gical res開店，h works.τbe 1ayout of the new fac出tyis under 

p1問団ngnow阻dwe wou1d like to prepa四姐d由旬blish a 田町ー世iendlysys旬m也巴田.

Wehaveren開edour depar町田ntfrom ''Da也Igand Materials R田earchC回旬r"ω

Chr凶0四E凹o曲10。句噌E思伊1阻ca叫1 Rese叩唖℃油h"in 200∞O， fi加。町r 也白e purpos田e O'ぱf

14Cd伽a届ngwi也 AMS 阻do也町 d伽a届ngme也od也stωop田P戸are 阻dpro血ot旬e 四pがidprogre国ss of田渇聞rchb描。“d 。凹E 

c並。団E凹01.。勾Eγ， τbe firstAMS 陪Chniql田:SWI田宮田旬Ib1ishedin 1977, but modification ofbasic ぬChniql田:sh田

been continuous1y performed 80 伽， a且dAMS 包 nowindisp田sab1ewor1dwide for chrono10gical r官 search.

Eighteeny田rshave passed since the 2nd Ta且d位。nAMSsyst田lh拙 be閣血也lIed 瓜NU-CCR，

血d we have 田.co田町ed ∞n他国且y Sevl悶1 disorder冒 wi由也.e machine rec岨.t1y， howl町民 it is s世I

producing a 10t of Înlpo此岨t and 田efu1 age da包∞m回世y. It may not 闘sy 旬開new 也em郎副盟

国med白紙1y， owingω 吐le ra也町 bad economic situation of present Japan. However, we shou1d steadily 
旬kea step fo町田dby 白1fillingthe research p1ans， ωpossib1y in回du田也e3m AMS machine at NU-CCR. 

our aged CHIME sy陶m shou1d be rep1a田d also. Since st四dy advance is going on wor1dwide in 

age-me田町田田t res回目h， we must show our responsibi1i世田 by d問l叩ing the new m抽ods in 

age-me田町宮n田t 旬chniqu白血d ÎnlpI百討ng 血e existing machines, but also by 田四百aging young 

sci白山恒 whowi11 be promin四

(Toshio NAKAMURA, 

dir，倒:orof the Cent町 forChrono10gical Research, Nagoya University) 




